
古文書に見る

江戸時代の
食材と食生活

２０２０年１月２５日

半田市立博物館 専門員 柴田邦彦
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諸品直段書上帳
引
得

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
寅
四
月
差
出

諸
品
直
（
値
）
段
書
上
帳

知
多
郡

乙
川
村

乙川文書５－５１
3



乍
恐
御
達
奉
申
上
候
御
事

一
今
般
諸
品
直
段
引
下
ケ
安
直
ニ

売
候
様
被

仰
渡
御
触
之
御
趣
意

奉
畏
候

私
共
農
業
片
手
間
小
商
ひ

仕
候
品
々
左
ニ

一
正
金
両
ニ

米
八
斗
三
升
買
入

是
迄
百
文
付
壱
升
売
候
処
当
時
引
下
ケ

百
文
一
升
五
勺
売
（
賣
）
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天
保
の
改
革
（一
八
三
〇
年
代
）の
一
端
と
考
え
ら
れ
る
が
、
諸

品
（諸
商
品
）の
値
段
を
引
き
下
げ
る
よ
う
お
触
れ
（通
達
）を
い

た
だ
き
、
ご
趣
意
に
そ
っ
て
、
扱
い
商
品
に
つ
い
て
、
左
記
に
書
き

上
げ
ま
し
た
。

一
正
金
両
ニ

米
八
斗
三
升
買
入
、
是
ま
で
百
文
で
一
升
を
売
っ

て
い
た
の
を
只
今
は
、
百
文
で
一
升
五
勺
売
と
し
て
い
ま
す

。

検
討

当
時
：
た
だ
今

正
金
：
金
貨

価
格
の
表
記

正
金

一
両
で
米
八
斗
三
升
買

百
文
米
一
升
売

現
在
で
は
、
米
八
斗
三
升
を
一
両
買

（
米
一
升
七
十
二
文
買
）

米
一
升
五
勺
百
文
売
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一
米

正
金
壱
両
ニ

八
斗
八
升
替

是
迄
百
文
ニ
壱
升
壱
合
売
候
処

当
時
引
下
ケ
壱
升
壱
合
五
勺
売

一
舂
麦

両
ニ
九
斗
替

是
迄
百
文
ニ
壱
升
弐
合
五
勺
売

引
下
ケ
壱
升
三
合
売
ニ
仕
候

換
算
す
る
と
、
米
は
百
文
で
一
升
五
合
仕
入
で
百
文
で
一
升
売
り
、
値
入

れ
率
は
３
３
％
、
舂
麦
は
値
入
率
１
７
％
で
売
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
４
％
ほ

ど
値
下
げ
し
た
。
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一
上
溜
り

金
壱
両
ニ

三
斗
三
升
替

壱
升
壱
匁
八
分
弐
リ
付

是
迄
壱
升
弐
百
四
拾
八
文
売
候
処

引
下
ケ
弐
百
三
十
文
売
ニ
仕
候

一
並
溜
り

両
ニ

五
斗
替

壱
升
壱
匁
壱
分
弐
リ
付

是
迄
百
六
十
文
ニ
売
候
処

引
下
ケ
百
四
十
文
売
仕
候
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一
茶

両
ニ

廿
五
貫
替

百
め
弐
分
四
リ
（
厘
）

是
迄
百
め
（
匁
）
三
拾
文
う
り
候
処

引
下
ケ
廿
八
文
売
ニ
仕
候

一
刻
多
葉
粉

拾
丸

七
百
文
替

是
迄
壱
丸
八
十
文
ニ
う
り
（
売
）
候
処

引
下
ケ
七
十
五
文
売
仕
候
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一
酒

買
入
直
段
両
ニ
七
斗
替

売
直
段
壱
升
代
百
廿
文

一
塩

但
九
升
入

買
入
直
段
両
ニ
四
拾
五
俵
半
替

売
直
段
壱
升
代
拾
八
文

一
焼
酎

是
者
私
方
手
製

売
直
段
壱
升
代
弐
百
四
拾
文

一
油

売
直
段
壱
升
代
四
百
文

一
味
淋

売
直
段
壱
合
代
弐
拾
六
文
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一
味
噌

両
ニ
六
拾
貫

買
入

百
目
拾
四
文
う
り

一
酒

両
ニ
六
斗
五
升
買
入

壱
合
拾
弐
文
う
り

一
酢

両
ニ
弐
石
壱
斗
買
入

壱
合
四
文
う
り

一
溜
り

両
ニ
四
斗
買
入

壱
合
弐
拾
文
う
り
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単
価
と
現
在
の
価
格
換
算

単
価

現
在
の
価
格
換
算

あ
め
菓
子

十
ケ

十
文

百
六
十
円

豆
腐

一
丁

十
文

百
六
十
円

砂
糖

一
斤

百
七
十
文

二
千
七
百
円
余

す
し

一
ツ

四
文

六
十
四
円

み
り
ん
酒

一
升

三
百
四
十
文

五
千
四
百
円
余

酒

一
升

二
百
文

三
千
二
百
円

酢

一
升

四
十
文

六
百
円
余

上
溜
り

一
升

二
百
四
十
文

三
千
八
百
円
余

並
溜
り

一
升

百
四
十
文

二
千
二
百
円
余

味
噌

一
貫
目

百
四
十
文

二
千
二
百
円
余

塩

一
升

十
八
文

二
百
八
十
円
余

油

一
升

四
百
文

六
千
四
百
円
余

米

一
升

百
文

千
六
百
円
余

舂
麦

百
文

一
升
三
合

千
六
百
円
余

た
ば
こ

一
丸

八
十
文

？

茶

百
匁

三
十
文

五
百
円
程
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江戸時代の料理

乙川向山文書資料No１２

弁財天御本社御造営覚帳より
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安
政
弐
年
卯
八
月
「
１
８
５
５
」

弁
財
天
御
本
社
御
造
営
覚
帳

当
番
行
司

天
野
伊
左
衛
門

重
三
シ
ケ
ミ
ツ

伊
藤
利
左
衛
門

常
助
ツ
子
ス
ケ

こ
の
年
、
十
両
余
で
、
弁
財
天
本
社
の
造
営
を
し
て
い

る
が
、
庄
屋
・組
頭
・大
工
・神
主
・木
挽
き
職
人
を
招

い
て
宴
を
開
い
て
い
る
。

そ
の
献
立
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

乙
川
村
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御
役
人
衆
様
御
献
立

御
盃

御
銚
子

硯
蓋

角
麩

登
路
老

連
ん
こ
ん

か
満
鉾

く
わ
ひ

か
ら
し
鉄
砲
阿
へ

三
ツ
椀
振(

舞)

切
身

味
噌
き
の
ミ
阿
へ

い
か
阿
へ

連
ん
こ
ん
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鉢

能
里
鮓

登
ひ
す
か
た

ず
し

切
り
ず
し

右
三
品
森
込

盛

鉢

お
ろ
し
溜
り

酒
茂
莫

御
吸
物

は
ら
志
ゆ
り

阿
ゆ
な
免

鉢

す
ミ
噌

作
り
身

う
登

赤
ミ
物
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御
膳
部
三
ツ
椀
振
舞

生
盛

赤
ミ

赤
味
噌

青
ミ

御
汁

切
ミ

切
ミ

豆
ふ

う
登(

と)

者
も

岩
こ
け

小
ふ
代
か
へ

煎
粉(

カ)

平

せ
り

志
の
竹

御
飯

半
片

平＝煮物の意
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庶民の宴会食 （上半田大工平吉家文書）

一
三
ツ
丼

い
も

酢
蓮

な
ま
こ

一
硯
ふ
た

志
越
か
（
ら
）

志
竹

角
婦
（
麩
）

板蓮
小
（
古
）

一
蓮
小
（
古
）

あ
げ

人
参

す
し

婦
（
麩
）

ゆ
ば

一
ニ
（
煮
）付

壱
つ

川
竹

い
も

一

う
ど

大
平

角
婦

人
参

一

い
か
ほ
ろ
引

一
の
ぼ
り
肴
（
あ
ゆ
）

志
越
や
き
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①
刺
し
身

②
汁

③
煮
物

④
焼
き
物

⑤
ち
よ
く(

蓼
酢)

⑥
な
す
の
ぬ
た

引用：新潮社 福田浩他著 江戸の献立
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藩の諸役人の巡検と饗応

巡検に見られる、村の食料の提供
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慶
應
四
年

成
岩
村

千
賀
與
八
郎
様
初
メ

御
泊
用
帳

辰

ニ
月

村
役
人

慶
應
四
年
（一
八
六
八
）

成
岩
村
（現
半
田
市
成
岩
町
）に
、
巡
検
の
た
め
と
思

わ
れ
る
が
、
尾
張
藩
船
奉
行
千
賀
與
八
郎
氏
ご
一
行

が
、
宿
泊
し
た
時
の
、
村
の
食
事
饗
応
・用
役
費
内
訳

な
ど
の
記
録
。

（

注

）千
賀
氏
の
知
行

千
四
百
四
石

西成岩文書７２１
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夜
具
方

山
分四

人

膳
方

俊
平

権
右
衛
門

治
兵
衛

釘
葉
方
（
帳
場
カ
）

岩
助

元
助

義
兵
衛

亀
吉

風
呂
方

文
太

太
郎
右
衛
門

中
松
蔵

夜
具
方

山
分
は
分
担

し
て
四
人
で
と
い
う
意

味
か
。

太
郎
右
衛
門
は

太
郎
左
衛
門
と
読
み
ち

が
え
や
す
い

手
伝
い
の
内
訳
例
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市
郎
平
上

平
蔵
上

彦
蔵
上

藤
左
衛
門
上

平
三
郎
上

文
右
衛
門
上

松
蔵
上

庄
五
郎
上

和
兵
衛
上

亀
吉
上

林
七
上

角
屋岩

助
上

竹善
蔵
上

大
工
米
吉
上

中
次
郎
兵
衛
上

治
郎
左
衛
門
上

治
郎
兵
衛
上

銀
兵
衛
上

平
吉
上

太
郎
左
衛
門
上

太
郎
左
衛
門

於
仲
上

儀
平
上

義
平

於
ふ
え
上

善
平
上

庄
三
郎
上

作
五
郎

ハ長
左
衛
門
上

ハ定
右
衛
門
上

ハ松
左
衛
門
上

弁
三
郎
上

こ
ん
や

松
三
郎
上

人
足
リ
ス
ト
例

22

性
の
な
い
時
代
、
同
名
を
ど
う
さ
け
て
い
た
の
か
？

上
の
記
載
は
、
上
班
、
下
班
な
ど
班
を
分
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る



千
賀
與
八
郎
氏
が
成
岩
村
に
宿
泊
し
た
際
に
、
村
は
、
延
べ

九
十
人
ほ
ど
の
人
夫
（荷
物
運
び
人
、
宿
泊
の
世
話
人
な
ど
）

に
米
・菓
子
・・漬
物
・酢
・酒
・み
そ
・溜
り
等
を
饗
応
し
て
い

る
。
費
用
は
二
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
人
夫
費
以
外

で
二
両
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
食
事
に
関
し
て
は
、

主
食
の
米
（一
石
余
）

大
根
漬
け
（百
五
本
）

酢
（推
定
二
斗
）八
百
文

酒
（推
定
一
斗
二
升
）一
分
余

お
菓
子

二
分
二
朱

味
噌
（量
不
明
）

溜
り
（一
勺
）

が
記
録
さ
れ
て
い
て
、

魚
類
、
干
物
、
海
老
蟹
類
、
鶏
肉
、
卵
、
茸
、
海
藻
、
豆
類
、

芋
類
、
豆
腐
、
鰹
節
煮
干
し
類
な
ど
は
見
ら
れ
ず
、

米
・大
根
漬
け
が
主
で
あ
り
、
お
酒
、
お
菓
子
等
嗜
好
品
も

わ
ず
か
な
量
で
あ
っ
た
。

質
素
な
饗
応
で
あ
っ
た
。
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払
方

御
菓
子

弐
籠

素
山

金
壱
両
壱
分
相
渡
ス

廿
五
匁

割
木

三
拾
弐
本

席
料

み
そ
代

北
村

惣
六

弐
〆
七
百
十
八
文

壱
匁
九
分
弐
リ

竹
善

溜
リ

壱
勺

京
左
衛
門

費
用
の
内
訳
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大
根
附三

十
五
本

八
兵
衛

干
大
根廿

本

同
人

干
大
根廿

本

日
吉
屋

和
兵
衛

大
根
附三

拾
本

平
松

附
物

廿
五
本

源
兵
衛

九
〆
六
百
七
十
八
文庄

五
郎

三
〆
文

文
次
郎

料
理
材
料
と
費
用

25



割
木

米
代

村
方

一
す八

百
文

北
村す

や

費
用
の
内
訳
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八
兵
衛
預
ケ
分

御
払
方
分

二
月
十
二
日

一
金
壱
両
弐
分
弐
朱

三
百
文

〃一
金
壱
分
ト
廿
文

酒
代

一
四
百
七
十
文
程

酒
代

〆
金
壱
両
三
分
弐
朱

七
百
九
拾
文

内

十
四
日

金
壱
両
壱
分

内
御
菓
子
弐
分
弐
朱

割
木
弐
分
弐
朱

右
者
勘
定
相
済
申
候

常
楽
寺

費
用
の
内
訳

27

徳
川
園
逢
左
文
庫
の
担
当
者

に
よ
る
と
、
当
時
幕
府
か
ら

巡
見
時
の
饗
応
は
質
素
に
す

る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。



値段の書き方
お金の単位
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値
段
の
書
き
方

両
ニ
米
八
斗
五
升
カ
ヘ
（替
）
一
両
で
ど
れ
だ
け
買
え
る
か

米
一
升
二
百
文

一
升
い
く
ら
の
表
現
も
あ
る
が
、
前
者
の

表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

費
用
等
の
書
き
方

〆
（締
め
）金
三
両
三
分
二
朱
ト
（
「
と
」
と
読
む
）

銀
十
三
匁
五
分
五
リ

銭
三
百
廿
文

金
と
銀
と
銭
を
行
を
分
け
て
記
載
し
た
。

お
金
の
単
位

金
貨

一
両
は
、
四
分

ブ
と
読
む

一
分
は
、
四
朱

シ
ュ

銀
貨

銀
貨
六
十
匁
（モ
ン
メ
）は
、
金
貨
一
両

銀
貨
一
匁
は
、
銀
貨
十
分

フ
ン
と
読
む

銀
貨
一
分
は
、
銀
貨
十
厘

リ
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い

銅
貨

銅
貨
（銭
）六
千
文
（枚
）（六
貫
文
）は
、
金
貨
一
両

銅
貨
百
文
は
、
一
疋

他
に
天
保
通
宝
（百
文
と
し
て
通
用
）な
ど
が
あ
る
。

注
：千
枚
は
一
貫
文
（〆
文
）と
表
記
さ
れ
る
。

注
：江
戸
期
を
通
じ
て
銅
貨
の
相
場
は
変
動
し
て
い
て
、
金
貨

一
両
は
、
銅
貨
４
千
五
百
文
程
～
一
万
文
程
の
間
で
変
動
し
た
。

そ
の
為
、
値
段
の
注
釈
と
し
て
、

「但
、
一
両
六
貫
七
百
文
カ
ヘ
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
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金一両

「
一
分
金

一分金四枚

一
朱
金

一朱金四枚

銀六十匁
225ｇ

銀一匁
3.75ｇ

銀十分

寛 永

通 宝

銭六千文

銭百文

江戸時代通貨の価値体系

銀一分 銀十厘

銀一匁

銭（ぜに）
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尾張藩家老渡辺半蔵氏の巡
覧と村の饗応
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天
保
十
一
年

渡
辺
半
蔵
殿
為
巡
覧
ニ
附
勘
定
〆
上
帳

子
九
月
廿
二
日

村
役
人

渡
辺
半
蔵
氏
は
、
尾
張
藩
付
家
老

知
行
一
万
四
千
石

徳
川
家
康
の
指
示
で
尾
張
藩
付
家
老
と

な
る
。
成
瀬
隼
人
守
、
竹
腰
山
城
守
、
石

河
氏
、
清
水
氏
と
並
ぶ
付
家
老

天
保
十
一
年
に
巡
覧
の
た
め
成
岩
村
に

逗
留
し
た
時
の
記
録

西成岩文書６９９ 32



御
本
陣
ヘ
詰

一
御
用
人

山
田
喜
右
衛
門
様

一
御
小
納
戸

安
藤
頼
母
様

一
御
刀
番

岩
付
茂
平
様

一
御
側

酒
井
脇
江
様

市
川
九
兵
衛
様

一
御
医
師

佐
枝
玄
達
様

一
吟
味
役

水
野
常
右
衛
門
様

一
御
徒
目
付

岩
付
善
九
郎
様

一
御
祐
筆

奥
村
宗
六
様

一
御
坊
主

平
岩
仙
悦
様

33

御
用
人
：事
務
職
交
渉
役

小
納
戸
：食
事
な
ど
世
話
役

御
側
：小
姓

吟
味
役
：監
査
役

御
徒
目
付
：警
護
、
探
索
方



〆
四
十
六
人

徳
右
衛
門

定
蔵

豊
助

壱
貫
四
百
三
十
六
文

一
悪
米
壱
石
〇
四
升

東
兵
衛

一
同
米
壱
石
五
斗
八
升

治
兵
衛

〆
弐
石
六
斗
弐
升

代
弐
両
三
分

九
匁
六
分
七
リ

一
上
茶

四
匁
五
分

松
本
氏

千
賀
氏
と
同
様
多
く
の
人
夫

を
駆
り
出
し
て
い
る
。

役
人
と
人
夫
の
食
料
米
も
二

石
六
斗
八
升
と
多
い

上
茶
は
四
匁
五
分
（一
貫
五

百
匁
）こ
れ
も
多
く
出
し
て

い
る
。

悪
米
は
玄
米
の
意
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一
味
噌
四
貫
目

宗
右
衛
門

一
同
壱
〆
弐
百
六
十
匁

同
人

代
〆
壱
〆
三
百
拾
五
文

馬
頭
分
用
口

一
茶
大
壱
束

庄
五
郎

三
十
弐
文

同
所
用
口

一
わ
ら
古
も
弐
枚

廿
四
文

同
人

一
炭
四
俵

村
方

十
匁

大
束

一
割
木
百
八
拾
五
わ

同

壱
分
ト

拾
弐
匁
七
分
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一
た
者
こ

二
丸

百
五
十
文

常
楽
寺

一
金
弐
朱

同
寺

菓
子

一
拾
匁

仙
台
屋

酢
代

一
百
文

吉
右
衛
門
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一
上
茶

村
方
分

代
凡
壱
匁
弐
分
位

酒
代

市
兵
衛

一
〆
金
壱
両
弐
分
ト

弐
匁
壱
分
八
リ

と
う
婦

廿
壱

一
弐
百
拾
八
文

友
四
郎
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米

弐
石
六
斗
弐
升

代
弐
両
三
分
ト
九
匁
六
分
七
リ

上
茶

一
貫
五
百
匁

代
四
匁
五
分

味
噌

五
貫
弐
百
六
十
匁

代
〆
壱
〆
三
百
拾
五
文

菓
子

代
拾
匁

酢
代

（
二
升
五
合
）

代
百
文

と
う
婦

廿
壱

代
弐
百
拾
八
文

酒

金
壱
両
弐
分
ト
弐
匁
壱
分
八
リ

米
・お
茶
・味
噌
・酢
・豆
腐
・菓
子
少
々
の
饗
応
の
内
容
で
あ
り
質
素

な
内
容
で
あ
っ
た
。

米
は
人
夫
一
人
五
合
相
当
、
味
噌
は
人
夫
一
人
百
匁
余

当
時
は
、
役
人
、
人
夫
と
も
食
事
は
米
と
味
噌
と
お
茶
の
み
で
あ
っ
た

の
か
？
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乙川村肴問屋が上納した肴
（魚）、殿様が食した魚
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辛
天
保
弐
年

御
用
御
肴
留

卯
五
月
廿
六
日
与
里

尾
州御

肴
屋
権
左
衛
門

乙
川
村
の
肴
（魚
）屋
権
左
衛
門
が
尾
張
藩
の
御
用
達
に
就

任
し
、
藩
に
魚
を
上
納
し
た
記
録
。
天
保
二
年
一
八
三
ニ

年
か
ら
弘
化
三
年
ま
で
の
記
録

藩
主
が
ど
ん
な
魚
を
食
べ
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
。
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尾張藩御用達肴（魚）問屋
と上納肴の種類や値段

41



同
九
月[

天
保
七
年]

十
四
日

納
り
分

一
鯛

尺
五
寸

尺
六
寸

弐
枚

一
鮎
並

七
寸

五
本

一
平
目

尺
五
寸

壱
枚

一
車
え
ひ

大
百

一
か
れ
い

尺
壱
寸

五
枚

一
さ
与
里

七
寸
十
五
本

一
か
れ
い

尺

十
弐
枚

一
鯛

尺
五
寸

弐
枚

尺
六
寸

三
枚

一
鮎
並

七
寸

五
ツ

一
黒
鯛

尺
九
寸

弐
枚

一
い
な

七
寸
十
枚

一
志
ら
魚

壱
升

〆此
日
忠
左
衛
門
肴
入
ま
せ

ニ
て
別
々
ニ
直
段
相
不
分
忠
左
衛
門

与
直
段
付
左
之
如
し

志
る
す
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十
四
日
分

忠
左
衛
門
分

三
百
五
十
文

さ
与
里
十
五

三
〆
弐
百
文

か
れ
い
八
枚

四
〆
八
百
文

鯛
弐
枚

六
百
三
十
文

車
え
ひ
六
五

七
百
五
十
文

黒
鯛
弐
枚

七
百
八
十
文

鮎
並
五

壱
〆
三
百
五
十
文

平
目
壱

弐
百
五
十
文

白
魚

三
百
五
十
文

小
車
え
ひ

こ
の
分
御
殿
之
内
ニ
テ
と
ら
せ

百
三
十
文

い
な
だ
壱

百
文

小
鮎
並
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単
価

現
在
価
格
相
当

鯛

二
〆
四
百
文

二
万
三
千
円

鮎
並
（あ
い
な
め
）百
五
十
六
文

二
千
六
百
円

平
目

一
〆
三
百
五
十
文

二
万
ニ
千
五
百
円

車
え
ひ

九
文
余

百
六
十
円

か
れ
い

四
百
文
余

六
千
六
百
円
余

さ
与
里
廿
三
文
余

三
百
八
十
円
余

黒
鯛

三
百
七
十
五
文

六
千
二
百
円
余

い
な
だ

百
三
十
文

二
千
百
円
余

注
：一
両
六
千
文
カ
ヘ
と
し
て

一
両
を
現
在
の
十
万
円
と
し
て
換
算
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同
弐
年[

嘉
永
元
年]

酉
十
一
月
廿
七
日

一
干
海
老

壱
斗

相
納
候

右
此
度
新
御
殿
ニ
て
与
頭

榊
原
善
七
郎

と
申
人
被
申
候
様
ハ
昨
今
年

申
遣
候
干
海
老
注
文
之
儀
者

御
頭
之
用
向
ニ
而
其
方
ヘ
申

遣
シ

此
代
金
知
ら
せ
可
申
様
依
之

直
段
書
付
ニ
い
た
し
源
七
と

書
置
御
殿
ヘ
差
出
く
れ
様

申
頼
置
候

参
考
：

干
海
老
壱
斗
の
値
段
は

壱
〆
五
百
文
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肴（魚）問屋株制度
があった

資料 乙川文書Ⅳ４－４、４－１１
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差
入
申
一
札
之
事

一
先
般
魚
類
商
売
株
貴
殿
江

御
免
ニ
相
成
旧
来
御
仕
来
之
處
故
其
職
之
内

商
内
世
話
方
支
配
今
般
私
江
当
卯
年
ゟ
来

巳
年
迄
三
ケ
年
限
御
願
申
上
候
處
御
聞
入
被
下

難
有
仕
合
奉
存
候

右
年
限
迄
商
内
世
話
方
支

配
正
路
ニ
相
守
候
處
実
正
也

就
而
ハ
御
村
方
ヨ
リ

貴
殿
江
御
願
ニ
相
成
申
候

一
他
所
入
船
肴
之
義
是
又
前
書
同
断
之
事

但
し
売
場
東
之
分
此
内
他
所
入
船
肴
九
ケ
月
分

売
捌
相
添

右
其
為
両
冥
加
金
拾
七
両
弐
分
也

毎
年
六
月
十
一
月
両
度
無
滞
差
出
可
申
候

一
年
限
内
不
実
成
出
来
仕
候
ハ
バ

直
様
右
職

御
引
上
ケ
被
成
候
而
も
其
節
違
背
申
間
敷
候

一
御
肴
御
用
之
節
者
其
時
ニ
ヨ
リ
御
勤
可
申
事

一
年
限
内
た
リ
共
貴
家
方
ニ
て
当
所
他
所
荷
ニ
付

鰹
節
并
い
さ
ば
物
類
御
商
内
御
売
捌
之
義
者

御
勝
手
次
第
之
事

一
右
職
私
ゟ
他
家
江
亦
預
ケ
之
儀
者
決
而
致
間
敷
事
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よ
み
く
だ
し

差
入
申
す
一
札
の
事

一
先
般
魚
類
商
売
株
貴
殿
へ

御
ゆ
る
し
に
相
な
り
、
旧
来
御
仕
来
り
の
処
故
、
其
職
の
内

商
い
世
話
方
支
配
は
、
今
般
私
へ
当
卯
年
よ
り
、
来
る

巳
年
迄
三
ケ
年
に
限
り
御
願
い
申
し
上
げ
候
処
御
聞
き
入
れ

下
さ
れ
、
有
難
き
仕
合
に
存
じ
奉
り
候
、
右
年
限
迄
商
い
世
話
方

支
配
正
路
に
相
守
り
候
処
実
正
也
、
就
い
て
は
、
御
村
方
よ
り

貴
殿
へ
御
願
い
に
相
な
り
申
し
候

一
他
所
入
船
肴
之
義
は
、
是
又
前
書
同
断
之
事

但
し
、
売
場
東
の
分
、
此
の
内
他
所
入
り
船
肴
九
ケ
月
分

売
り
捌
き
相
添
へ
、
右
其
為
、
両
冥
賀
金
十
七
両
二
分
也

毎
年
六
月
十
一
月
両
度
滞
り
な
く
差
出
し
申
す
べ
く
候

一
年
限
内
ニ
不
実
出
来
仕
り
候
は
ば
、
直
ぐ
様
右
職

御
引
き
上
げ
に
成
さ
れ
候
て
も
、
其
節
、
違
背
申
す
間
敷
く
候

一
御
肴
御
用
之
節
は
、
其
時
に
よ
り
御
勤
め
申
す
べ
く
事

一
年
限
内
た
り
と
も
貴
家
方
に
て
当
所
他
所
荷
に
付
き
、

鰹
節
並
び
に
い
さ
ば
物
類
御
商
い
御
売
り
捌
き
之
義
は

御
勝
手
次
第
之
事
（
い
さ
ば
物
：乾
物
）

一
右
職
私
よ
り
他
家
へ
又
預
け
之
儀
は
決
し
て
致
す
間
敷
く
事
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右
之
趣
皆
相
守
可
申
候

若
又
相
背
候
節
ハ

仮
令
如
何
様
御
取
斗
相
成
候
共
一
言
之
違
乱

申
間
敷
候

為
後
日
差
入
證
文
依
而
如
件

慶
應
三
年
丁
卯
正
月右

支
配
方

権
弥

印

證
人

権
八

印

梶
川
権
左
衛
門
殿
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よ
み
く
だ
し

右
之
趣
相
守
り
申
す
べ
く
候
、
も
し
又
相
背
き
候
節
は

た
と
え
如
何
様
御
取
は
か
り
に
相
な
り
候
と
も
、

一
言
の
違
乱

申
す
間
敷
く
候
、
後
日
の
た
め
、
差
入
證
文
依
而
如
件

慶
應
三
年

丁
卯
正
月

右
支
配
方

権
弥

印

証
人

権
八

印

梶
川
家
権
左
衛
門
殿
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